






































としている。孔子であっても第二義の内容に属する「死生の事」について知ることはできないのである。以下、久保田が反論 用 たものと考えられる経書における「神」語の用例を列挙し、それらの用例は全て「真ニ神ト名ヅクル」 （＝人格神） 意で なく、 「神妙不測 効用を指すものである 指摘している。例えば、 『易』 「天之神道」語に対して、
斯ノ神道トハ、即至神又ハ神妙不測ノ道ト云フコトニテ、神ハ鬼神ノ神ニアラズシテ、形容詞 リ。

























































































































































日ヲ以テ送上セシ覆翰ニ對シテ更ニ質疑辧明セラルル所アリ。其二十二日ヲ以テ第二書ヲ辱ウセリ。書意精切ニシテ、求道ノ至誠紙上ニ旁礴ス。欣眼ノ至ニ任フルナシ。書中言フ所、悉ク是レ人生必須 要義 シテ、一日モ緩クスベカラザルヲ以テ、宜シク速ニ疑義ヲ辨解シテ、至道ノ存スル所ヲ説明スベキナリ。然ルニ曩ニ書ヲ以テ答辭ノ遷延ヒシコトヲ謝セシガ如ク、爾来業務ノ繁劇ナルニ加へテ、諸事ノ左右ニ牽纒スルア 實ニ筆述ノ閒得ズシテ、遂ニ數十日ノ久［一表］シキニ及ベリ。伏シテ恕詧アランコトヲ乞フ。
　
尊書又






























































繫辭傳曰、仰以觀於天文、俯以察於地理 是故知幽明之故。 （繋辞上伝）原始反終、故知死生之説。 （繋辞上伝）精氣為物、遊魂爲變。是故知鬼神之情状。 （繋辞上伝）
此等ノ語ハ、貴下ガ言ハレシ事ノ虚辭過称 ザルコトヲ證明スル料トハ為ラズシテ、反リテ古聖ノ知ル所ハ所謂第［七表］一義ニシテ、第二義ニ達セザル證左ト為レ 。如何トナレバ、幽明之故ヲ知ルニモ、他ニ類推スベキ者ナクシテハ、聖人ト雖知ルコト能ハズ。其之ヲ知ル 云フ 、即上ニ天文アリ下 地理アリテ、昭明幽闇ノ別アルヲ觀察スルニ由リテ得タル所ノ知識 ミ。死生 説ヲ知ルト云フモ、物 本末終始アルニ本ヅキ 生アレバ必死 ラザル可カラザルヲ知ルコトヲ云フノミニテ、死後ノ事ヲ知ルニハアラズ。死後ノ事マデヲ知ル明アラバ 原始反


















































事ト為シ、畢竟支那讖緯ノ説ニ類スルモノニシテ、誕謾妖妄致詰スベカラザルモノト為シ、ヨモヤサル幼稚ナル事ヲ言ハルルニハ非ザルベシトテ、比喩ニ属スル言ナルベシトマデ陳ベラレタリ。然レドモ、前問三條ハ決シテ讖緯ニ類スルガ如キ誕謾妖妄ノ言ニアラズ。亦比喩ニモアラズシテ、吾ガ基督教ノ重要事件タリ。基督教ハ、實ニ此等ノ奥義ト史實トヲ以テ堅定確立セラルルモノ シテ、其旨ヤ深遠、其義ヤ廣大ナリ。此ヲ除キテハ、 ［十一表］基督教ハ一日モ存立ス カラズ。
　
貴下ハ之ヲ見テ幼稚
ナリト評セラレタレドモ、是クノ如キ軽言ハ反 テ其天下ノ至大ナル宗教ノ奥義ヲ達觀スル眼識ノ尚幼穉ナルヲ證スルモノ ナラン。第一ニ天親ラ言ヲ發シタルコトハ、人類ノ始祖ガ初メテ神ノ創造ヲ受ケシ時ヨリ已来、神親ラ活言ヲ以テ教誨指導シ、又歴代預言者 口ヲ以 其幽微ノ旨ヲ傳達セシメ給ヒシコト、勝ゲテ數フベカラズ。勿論神 形體 具有セザル者ナレバ、其言フ所ハ必シモ聲音ヲ假ラザルベラズトニハアラザレドモ、人類ハ形體ヲ具へテ、視聽其用ヲ為スガ故ニ、形體ヲ具フ 人類ニハ［十 裏］聴キテ覺ルベキ聲音ニ由リテ意思ヲ傳達シ給ヒ ナリ。第二ニ天親 誡命ヲ示 タルハ『舊約』ニ在リテハ、神
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ガ原祖ニ禁誡ヲ授ケ給ヒシヲ始トシテ、後ニハ預言者モイセイニ十誡ヲ授ケ給ヒ、又活言ヲ發シテ多種ノ誡命ヲ垂レ給へリ。 『新約』ニアリテハ、神子基督ハ新ナル誡ヲ門徒ニ授ケテ天下萬世遵奉スベキ教基ヲ定メ給へリ。今吾ガ教會ニ於テ遵守スル所ハ、皆斯ノ十誡ト基督ノ誡トニ外ナラズ。斯ノ誡 於テ人類ガ神ニ事フル道ヲモ人類相互 守ルベキ法ヲモ、詳細ニ教示セラルルナリ。儒教ニ於テモ、人類ノ遵守スベキ道ハ經籍ニ於 示セラレタレドモ、是人倫彜則ノ外 出デズ。神 事フ 道ハ、斯ノ［十二表］裏ニ求ムベカラズ。無論天ニ事へ鬼神ニ奉事 コトハ教へラレタレドモ、 是レ單ニ敬ミテ天ヲ恭フバカリニテ如何ニスベキガ天意ナルカ、如何 セバ ノ旨ヲ行フ得ベキカニ至リテハ、漠然トシ 捕捉ス カラズ。是レ神ノ直示ナクシテ奥義ノ存ス 所 知ルベカラザレバナリ。其他ノ諸誡 モ 人間ノ教ハ唯良心ノ指導標準トシテ定ムルナリト雖 基督教ニ於テハ、一 神ヨリ明示セラレシ所ナルガ故 、其人爲ノ誡命ニ秀出スルコト萬萬ナ 第三、天人密接ノ關係ヲ以テ至福ノ道指導セラルル事ハ、 『舊約』 於 神親ラ活言活蹟ヲ以テ人類 近接シテ、將来人間ニ救贖 道ノ立テ レンガ為ニ預備［十二裏］
シ給ヒ、 『新約』ニ於テハ、神子親ラ人體ヲ受ケテ人類ノ閒ニ生レ救贖赦罪ノ道ヲ建立スルニ因リテ、益人類ト密接シテ、之ヲ至福ノ道ニ導キ給へリ。以上叙述セシ所ハ、其大要 過ギズ。 『舊新約』二經ニ就キテ見給ハバ、歷歷トシテ其實蹟ノ行ハルルヲ知ラン。凡天地閒ニ實現スル事、或ハ經典史書ニ傳称スル事ノ中ニハ、神變不可思議ニ テ、常識ヲ以テ推測スベカラザルコトアリ。人或ハ物理ニ乖戻スル事ト為シテ、一概之ヲ擯斥スト雖、精細ニ研究 信憑スベキ徴候ノ存スル者ト否ル者トヲ甄別シテ、 孰カ信従スベク、孰カ否認スベキ 定メザルベカラズ。 ［十三表］無論、古来傳稱スル異説奇事ノ中 ハ、誕謾無稽ノ虚談少カラズト雖、人智ノ未進歩セザル時ニアリテハ疑フカラザル事ヲモ疑ヒテ、其謬見ノママ 假定 コトアリ。天然而上ノ法ハ言フマデモナク、天然ノ法ト雖、人智ノ未到達セザル所ニハ 奇怪ニシテ信憑ス 足ラズトスルコト多多アリト雖、之ニモ拘ラズシテ 自ラ天然ノ法ヲ知悉セリト思意シテ 己ノ知ラザ 所 怪異ニテ常理ニ反スト為スハ、畢竟自負自信ノ爲 己ヲ誤ル者ト謂フベシ。現今、理學應用ノ術發達シテ、氣海ノ操縱自在ナルヲ見ルモ、人之ヲ怪マズト雖、人智未發 時代ニアリテハ、此ニ想到 ルコトダニナカリシナラン。斯
『中井木莵麻呂キリスト教関係草稿類』翻刻と解説（二） ― 佐野大介
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来書ニ云ク、生ハ尚一歩ヲ進メテ、總テ人閒世界ノ教ナル者ハ、貴教始メ印度ノ婆羅門、佛教、又支那ノ儒及ビ道教、 我邦ノ神道モ一切其基本トスル所ハ、天ノ造物主宰ニアリテ 唯其風土人情國體ノ關係ヨリ其ノ教ノ方法上、道途ヲ異ニセル ナリト推想セ［十六裏］ントス。









一元氣ノ下ニ包括セラレタレド 、意識ヲ具有セ 活動體ト意識ヲ具有セザル理體ト 別 レバ 一概ニ元氣ヲ以テ統轄スベカラズ。諸宗彼此ノ相違 ル點ヲ辧別セントスルニハ、 各其 義ニ就キ 論述スベキ必要 レドモ、今ハ儒教對［十七裏］基督教ノ研究 屬スルガ故ニ、唯儒教ニ就キテノミ之ヲ言ハン。儒教ニ於テ、 天地ノ原動力又ハ至上有權者ト立ツル者ハ、二ノ方面ヨリ之ヲ觀察スルヲ得ベシ。一ハ易道ノ解説ニ屬スル理論 シ 一ハ古聖賢ガ心性ノ要求 應ジ 發露セシ所 神靈上ノ直覺ナリ。易道ノ解説ニ据レバ、無極ナル太極アリテ、是ヨリ陰陽ノ両儀 生ジ、陰陽ノ作用ニヨリテ萬物ハ化成セラレ 而シテ萬物 屈伸往来スル所ニ於テ鬼神ノ行動顕ルルナ 。然ラバ則、無極ナル太極ハ、
　
貴下ガ圖解セラレタル一元氣即理體ニシテ、
是ヨリ生ジタル陰陽ハ物質ノ顕現ナリ。而シテ是レヨリ［十八表］化成セラレシ所ノ萬物ハ、外部ノ秩序井然タル物質的發現、即器械的能力ノ離合集散スル一大行動タルニ外ナラズ。即理體ヨリ生ジテ萬物ノ造成セラルルニ至ルマデ、總テ是レ無意識ノ行動ニシテ、智能ヲ具有セル一大有權者ノ活現スル所ヲ見ルナシ。然ルニ、鬼神ト云フ者ニ至リテハ、始メテ意識アル ヲ示スガ如クナレドモ、反リテ有形物質ニ屬スル者ノ屈伸往来ナリト云フニ於テハ、萬物造成 神體ニアラズシテ、萬物 理體ヨリ發スル行動ナレバ、意識ヲ具有スルガ如ク見ユレドモ、無意識ナル物質ノ理體ヨリスル行動ニハ意識アルベカラズ。畢竟其行動ノ不可思議ナルコト神靈アルガ如ク 感想セラルルノ［十八裏］ミ。是レ有限ノ人智ヲ以テ、到底揣量推測スベカラザルコトナリ。故ニ孔子モ只恭敬スルニ止メテ、之ヲ遠ザト曰ヒ給へリ。之ニ反シテ孔子ガ屢「天」ト云ヒ 或ハ『詩』 『書』等ニ「上天」 「昊天」又ハ「皇天上帝」等ノ語アルハ、易道ノ解説ヲ離レタ 心性ノ直覺ナルガ故ニ、只斯ノ方面ニ在リテハ、
　
貴下ノ言ハルル如ク我ガ基督











































世界ガ一定ノ時期ニ及ビテ消滅スルコトハ、神造物主ノ明示セラレシ所ニシテ、疑ヲ容ルベカラズ。唯終末ノ時アルコトヲ示サレシノミナラズ、終末ノ時ノ天地變動ノ形状ニ至ルマデモ詳細 預言セラレタリ。唯其時期ニ至リテハ、故ラニ告知セラレズ。此レ併シナガラ、永久ノ消滅ニハアラズシテ、更ニ美 キ新天新地ニ化成セラレテ、茲ニ第二ノ［二十表］世界ハ現出スベシ。是ヨリ後ハ、復消滅變化スルコトナシ。 是等ノ事ハ神造物主 明 ルルニア ンバ、人智ヲ以テ臆測シ得 キコトニアラズ。第三十章
　
天下多種ノ宗教ノ眞偽正邪ヲ研究セズシテ、





















至ラ［二十一裏］ザリシト云ヒシヲ舉ゲテ、如何ナルコトヲ指サレタルカト疑問ヲ發セラレタリ。固ヨリ孔子ハ天ノ事ヲ言ハレタレドモ、天ニ神造物主アリテ、人間ニ如何ノ關係ヲ及ボスコト、人閒ハ神造物主ニ對シテ如何ナル道ヲ盡スベキカ等ノ事ヲ教へラレシコトナシ。神ト トノ關係ハ、父子ノ情ヲ以テ結合セラレ、其慈憫愛憐、皆此ニ依リテ發現ス。儒教 天ニ對スル觀念ハ、專ラ「敬」ノ一字ニアリテ、 「天」 「旻天」等ノ語ニハ、微ニ其意ヲ含メリト雖、常ニ愛慕ノ情緒ヲ閑却ス。是 説明シテ、神造物主ヲ人心ニ銘刻セザレバ、安ゾ能ク神ヲ教フト云ハン
第二義［二十二表］
貴下ハ又、大主教ガ儒教ハ人ノ渇 醫スルニ足 者 非ズト云ヒシニ對シテ詰問セラレタリ。
　
貴下ハ儒教ガ美
















手稿。一帙に原稿用紙を仮綴した五冊の抄本を収めており、表紙題簽等は附されていないが、一行目にそれぞれ「正教訳語改定上ノ私見」 ・ 「聖母原罪有無論」 ・ 「第一月一日
　
聖六尾
西利乙ノ伝」 ・ 「儒仏耶三教比較結論」 ・ 「大主教ニコライ師ノ命ヲ奉ジテ中井木莵麿拝覆ス」 ・ 「中井木莵麿再」と記されている。本稿では、 「大主教ニコライ師ノ命ヲ奉ジテ中井木莵麿拝覆ス」を「返信１」 、 「中井木莵麿再」 「返信２」と略称する。
（２）















  「且聖人不知鬼神不知死、則安能制作」 （ 『論語徴』先進「子路問鬼神」注）
（５）
  後にニコライと木莵麻呂との手になった日本正教会の『我主イイススハリストスの新約』 「マトフェイに因る聖福音」 （所謂『新約聖書』の「マタイによる福音書」に当た ）には、 「其の母マリヤ オシフに聘せられて、未だ婚せざる先 聖神に由りて孕めること見れたり」 （ 『我主イイススハリストスの新約』 「マトフェ に因る聖福音」第一章
18）とある。
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